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近年、大気圧プラズマジェット(Atmospheric Pressure Plasma Jet; APPJ)の研究が盛んに行われ、

様々なプロセスへと展開されつつある。低温の APPJ では、照射対象物に対して熱的な損傷を与

えず、生体への照射が可能であることから医療応用研究も進められている。その中で、低エネル

ギー大気圧プラズマ(Low Energy Atmospheric Pressure Plasma; LEAPP)は、血液凝固促進効果を有す

ることが確認されており、従来の高周波凝固装置等における焼灼止血とは異なり、生体組織損傷、

癒着等の術後障害も生じないことから、新たな低侵襲止血機器としての期待が集まっている 1-3)。

LEAPPによる血液凝固止血について、処置後の生体組織の観察から自然な血液凝固や焼灼とは異

なる現象が生じていることが研究により示されているが、そのメカニズムは未だ解明されていな

い。また、ヘリウムガスを作動ガスとして使用した場合とアルゴンガスを使用した場合とでは、

血液凝固現象の様相が異なっている部分があることが報告されている 2)。 

そこで本研究では、この二種類のプラズマの特性 (ガス温度、電子密度、電流、活性種等)を調

べることを目的とする。その後の展開としては、二種類のプラズマの各条件と生体関連物質との

相互作用効果を調べることで、メカニズムの違いに関する知見を得る予定である。発表では、二

種類のプラズマの発光分光計測を中心に行い、両者の違いに関して発表を行う予定である。更に、

液体へのプラズマ照射時に、液中に生成される活性種計測結果についても報告を行う予定である。 
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